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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月7日(2017.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペプスタチンおよび／または、その生理学的に許容し得る塩、誘導体、溶媒和物、プロ
ドラッグおよび立体異性体のうちの１つ、またはあらゆる比率でのそれらの混合物、およ
びさらなる賦形剤および／またはアジュバントを含む、関節内投与のための医薬製剤。
【請求項２】
　少なくとも１つのさらなる医薬活性化合物を含む、請求項１に記載の医薬製剤。
【請求項３】
　ペプスタチンおよび／またはその生理学的に許容し得る塩、誘導体、溶媒和物、プロド
ラッグおよび立体異性体のうちの１つ、またはあらゆる比率でのそれらの混合物が、固体
、液体または半液体の賦形剤またはアジュバンドおよび、任意に、さらなる医薬活性化合
物とともに、好適な剤形にされることを特徴とする、請求項１または２に記載の関節内投
与のための医薬製剤の調製のための方法。
【請求項４】
　関節症、外傷性軟骨損傷、関節炎、疼痛、異痛症または痛覚過敏からなる群から選択さ
れる生理学的および／または病態生理学的な状態の処置および／または予防における、関
節内投与のための請求項１または２に記載の医薬製剤。
【請求項５】
　関節症の治療および／または予防における、関節内投与のための請求項１または２に記
載の医薬製剤。
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【請求項６】
　医薬製剤が、以下のとおり：
ａ）毎週から毎年、
ｂ）隔週から半年ごと、または
ｃ）毎月から３カ月ごとに、
関節内に投与される、請求項４または５に記載の医薬製剤。
【請求項７】
　関節症、外傷性軟骨損傷、関節炎、疼痛、異痛症および痛覚過敏からなる群から選択さ
れる生理学的および／または病態生理学的な状態の処置および／または予防における関節
内投与のための医薬製剤の調製における、ペプスタチンおよび／またはその生理学的に許
容し得る塩、誘導体、溶媒和物、プロドラッグおよび立体異性体のうちの１つ、またはあ
らゆる比率でのそれらの混合物の使用。
【請求項８】
　関節症の処置および／または予防における関節内投与のための医薬製剤の調製における
、ペプスタチンおよび／またはその生理学的に許容し得る塩、誘導体、溶媒和物、プロド
ラッグおよび立体異性体のうちの１つ、またはあらゆる比率でのそれらの混合物の使用。
【請求項９】
　ペプスタチンおよび／またはその生理学的に許容し得る塩、誘導体、溶媒和物、プロド
ラッグおよび立体異性体のうちの１つ、またはあらゆる比率でのそれらの混合物が、以下
のとおり：
ａ）毎週から毎年、
ｂ）隔週から半年ごと、または
ｃ）毎月から３カ月ごとに、
関節内に投与される、請求項７または８に記載の使用。
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